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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、離島・都市部・農村部に住む虚弱高齢者の健康状態とソーシャル・
キャピタルについて、その変化と特徴を明らかにすることであった。調査開始時の調査対象者数は381名であっ
たが、新型コロナウイルス感染症の影響により、その3年後の対象者数は、118名と減少した。分析結果は、離島
では他者との交流頻度および社会的背景が異なる人々との交流が減少し（p<.05）、活動能力が低下していた（p
<.05）。また、都市部では社会的役割が減少していた（p<.05）

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to determine the changes and characteristics 
of the health status and social capital of frail elderly people living in remote islands, urban and 
rural areas. The number of subjects at baseline study was 381, but due to the impact of covid-19, 
the number of subjects 3 years later decreased to 118. The results of the analysis showed that the 
frequency of interaction with others and with people from different social backgrounds decreased on 
the remote islands (p<.05), as did the ability to engage in activities (p<.05). In addition, social 
roles decreased in urban areas (p<.05)

研究分野：高齢者看護学　地域看護学

キーワード： 地域在住高齢者　活動能力　他者との交流頻度　人付き合い　地域差
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研究成果の学術的意義や社会的意義
地域在住高齢者の健康状態の1指標とされる活動能力の経時的変化については、都市部では社会的役割が低下す
ること、離島では全体的に活動能力が低下することが示唆された。また、ソーシャル・キャピタルの1指標とさ
れる社会的ネットワークの経時的変化については、都市部ならびに農村部では、他者との交流頻度が維持されて
いる一方、離島では、家族ならびに友人といった他者との交流は減少し、さらには、多世代間や異性との日常的
な交流も低下することが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
虚弱高齢者の健康状態の維持には、定期的な通院による健康診断を受けることが望ましい。 
しかし、離島や農村部では、公共交通機関が十分でない影響から、自分でまたは家族や知人の車
に同乗して通院している事例が自家用車やタクシー利用者の 65％以上存在していた（井上，
2018）。 
 とくに過疎・高齢化が深刻な問題である離島地域では、島に残り、高齢となった人々同士の交
流は盛んで、お互いに信頼を寄せて生活していることから、知人宅へ出入りが自由な地区が多く
ある。具体例として、漁師が新鮮な魚介類を知人宅へ差し入れる場合、留守中の知人宅に気兼ね
なくあがり、冷蔵庫に魚介類を入れて漁師は自宅へ帰る。帰宅した知人は冷蔵庫を開けて、身に
覚えがない魚介類が入っていることに気付き、後日、漁師宅へ庭で取れた新鮮な野菜をお礼とし
て持参するといった他者との交流が日常的に行なわれている。このような「お互いを信頼して、
交流し、お返ししたい気持ちもある」という基盤については、ソーシャル・キャピタルと呼ばれ
ている（Kawachi. I et al, 2007）。 
そこで本申請では、長崎県離島（壱岐市、対馬市、小値賀町、新上五島町）のほか、都市部の
長崎市内 5地区と農村部 2市（雲仙市、南島原市）にある地域包括支援センターの協力のもと、
各地域に住む虚弱高齢者の健康状態とソーシャル・キャピタルを隔年で２回評価（平成 29年度
と平成 31年度）し、その地域の特徴と変化を明らかにすることを予定していた。 
 
２．研究の目的 
離島・都市部・農村部に住む虚弱高齢者の健康状態とソーシャル・キャピタルについて、その
変化と特徴を明らかにし、離島在住の虚弱高齢者の他者との交流頻度の違いによる人付き合い
の実際や思いを明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
離島・都市部・農村部在住の虚弱高齢者（計 300 名程：各地域 100 名程）の健康状態とソーシ
ャル・キャピタルの調査を行う（平成 29年度）。対象者は、各地域に住む 65歳の虚弱高齢者と
する。調査内容は、高齢者の健康状態（要介護度の改善や悪化状況、認知機能状態、入院の有無、
死亡の有無など）のほか、ソーシャル・キャピタル（他者との交流頻度、同質・異質的な社会背
景をもつ人付き合いを評価する指標）調査を行う。本調査の実施については、各地域包括支援セ
ンター専門職者による調査を実施した。 
さらに、離島在住の虚弱高齢者の中から、聞き取り調査研究に協力いただける人々を各市町か
ら 2名程度（合計 8名）選定した。選定基準として、各市町において、ソーシャル・キャピタル
（他者との交流頻度を基準とした）の調査結果が高い人々5名と低い人々8名とした。虚弱高齢
者に対して、どのような人付き合いを行なっているのか、人付き合いを続けている理由に関する
聞き取り調査を行った。 
2 回目評価（令和２年度）も開始時と同じ評価指標を用いて、開始時と同一人物（計 118 名：
各地域 24～70 名程）を対象に、健康状態とソーシャル・キャピタルの調査を実施した。調査で
得られた結果は、開始時の結果と比較するほか、地域別における健康状態とソーシャル・キャピ
タルとの関連を明らかにするため、統計解析を行なった。 
 
４．研究成果 
（１）調査開始時（平成 29 年度）の離島・都市部・農村部に住む虚弱高齢者の活動能力とソー
シャル・キャピタルの状況について(井上ら，2020：地域活性研究 12巻に掲載) 
3 地域に住む虚弱高齢者 381 名を対象に、質問紙票調査を実施した。調査内容は、1)地域在住
高齢者の活動能力を測定する尺度として、老研式活動能力指標（古谷野ら，1987）を用いた。本
尺度は、3 因子（1.手段的自立：5 項目、2.知的能動性：4 項目、3.社会的役割：4 項目）13 項
目からなる 2件法（はい・いいえ）の評価尺度である。得点範囲は、0～13 点満点であり、高得
点で生活機能は高くなる。Cronbach’s α係数は 0.79 であった。また、ソーシャル・キャピタ
ルの指標として、人付き合いの状況を測定する尺度として、村山ら（2013）の同質・異質的な社
会背景をもつ人付き合いを評価する指標を用いた。質問内容は、1.「普段の生活で、自分と背景
が似ている人（性別、世代、暮らしぶり、などが同じような人）との付き合いが多い。」、2.「普
段の生活で、自分と背景が異なる人（性別、世代、暮らしぶり、などが違う人）との付き合いが
多い。」の 2 項目である。各質問項目に対し、5 件法（1＝全く当てはまらない；2＝あまり当て
はまらない；3＝どちらともいえない；4＝まあ当てはまる；5＝非常に当てはまる）で回答を求



表 1：離島・都市部・農村部における虚弱高齢者の特性  めた。 
Cronbach’s α係数は 0.46 であった。 
 
結果は、世帯で1人暮らしの者が全地域（離
島 49 名：47.1％、都市部 93 名：60.8％、農
村部 47 名：37.9％）最多であった（表１参
照）。同様に、住まいも一戸建ての者が全地域
（離島 101 名：97.1％、都市部 101 名：66％、
農村部 113 名：91.1％）で最多であった。し
かし、都市部では、集合住宅 47 名（30.7％）
もみられた（p＜.01）。 
 
3 地域の活動能力の性差としては、活動能
力の合計得点では、都市部女性 9.3±2.7 点
ならびに男性の 9.3±2.9 点が高かった（表
２参照）。一方、活動能力の合計得点が最も低
かったのは、離島男性の6.6±3.6点であり、
離島女性 9.2±3.1 点と比べて有意に低かっ
た（p＜.05）。農村部では、男性 7.6±3.4 点、
女性 8.9±3.1 点であった。 
 
3 地域の人付き合いの性差としては、同質
的な社会背景をもつ人との付き合いでは、離
島女性は 3.5±1.0 点と最も高い一方、離島
男性は、2.4±1.1 点と最も低く（p＜.01）、
都市部女性（3.2±1.2 点）および農村部女性
（3.2±0.8 点）と比べて有意に低かった（p
＜.01）。一方、異質的な社会背景をもつ人と
の付き合いでは、各地域の男女間に有意差は
なかった。離島では、女性 2.7±1.1 点、男性
2.5±1.0 点であった。都市部では、女性 2.6
±1.2 点、男性 2.3±1.1 点であった。農村部
では、女性 2.7±0.8 点、男性 2.6±0.7 点で
あった。 
 
 
 
 
 
 

 
表 2：離島・都市部・農村部の活動能力と人付き合いの性差 

 
 
（２）離島の虚弱高齢者の他者との交流頻度の高低からみた人付き合いの内的過程（日本地域看
護学会第 24 回学術集会にてポスター発表） 
調査開始時の質問紙票調査の結果をもとに、社会的ネットワーク日本語版尺度（栗本ら,2011）
の合計得点（得点範囲：0～30点）が 20 点以上（交流高群）の者：8名および 10 点以下（交流
低群）の対象候補者のうち、聞き取り調査の協力を得た 13 名（交流高群：5名，交流低群：8名）
を調査対象者とした。調査内容は,1）どのような人付き合いをしているか,2）人付き合いを続け
ている理由,3）人付き合いで思うことや考えることとした。結果、交流高群では,【近隣住民で

N=381

男性(27) 女性(77) 男性(35) 女性(118) 男性(30) 女性(94)
活動能力（老研式活動能力指標）

          手段的自立 2.3±1.9 3.7±1.5a) 3.8±1.4d) 4.0±1.3b), e), g) 3.1±1.7 3.4±1.5c)

知的能動性 2.2±1.4 2.8±1.2 3.3±0.9d), f) 3.1±0.9b), e) 2.4±1.4 3.0±1.2c)

社会的役割 2.1±1.4 2.7±1.2 2.3±1.3 2.2±1.3 2.1±1.2 2.6±1.3

合計得点 6.6±3.6 9.2±3.1a) 9.3±2.9d) 9.3±2.7b) 7.6±3.4 8.9±3.1c)

人付き合い

同質的な社会背景をもつ人との人付き合い 2.4±1.1 3.5±1.0a) 2.9±1.3 3.2±1.2b) 3.0±1.0c) 3.2±0.8
異質的な社会背景をもつ人との人付き合い 2.5±1.0 2.7±1.1 2.3±1.1 2.6±1.2 2.6±0.7 2.7±0.8

1）F検定，p<.05
a)離島男性と離島女性,b)離島男性と都市部女性,c)離島男性と農村部女性,d)離島男性と都市部男性,e)農村部男性と都市部女性,f) 都市部男性と農村部男性,g)都市部女性と農村部女性

離島部 都市部 農村部



家族ぐるみの交流と安心感：近隣者と家族のように話せる安心感】があり,【思いやりを意識し
た会話：相手の立場を考えて話そうとする思い】があり,【近所の人に頼る人付き合い：自身の
身体機能低下を理解して、若い人に頼る人付き合い】をしていた。一方，交流低群では,【限ら
れた人間関係：外出はなく，血族からの支援に頼る】があり,【損得勘定のない会話：自分の心
の動くままに話す】をしている一方,【知らない人には頼らない：他者との距離を意識してとる
心がけ】をしていた。加えて、本調査対象者には含んでいない高齢者であるが、社会的ネットワ
ーク尺度得点および老研式活動能力指標が満点であった離島高齢女性（１名）の他者への思いに
関する事例報告も行った（井上ら，2021：活水論文集 看護学部編 7）。 
 
（３）3年後（令和２年度）の離島・都市部・農村部に住む虚弱高齢者の活動能力とソーシャル・
キャピタルの状況について（現在、論文執筆中） 
開始時（平成 29年度）の調査対象者数は 381 名であったが、その 3年後の対象者数は、118 名
と当初の約 1/3 に減少した。理由は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、非常事態宣
言が発令され、地域包括支援センター職員でさえも担当する虚弱高齢者の自宅訪問が困難にな
ったことが挙げられる。分析データ（表３参照）では、離島において他者との交流頻度（社会的
ネットワーク得点）および社会的背景が異なる人々との交流が減少し（p<.05）、活動能力（老研
式活動能力指標合計得点）が低下していた（p<.05）。また、都市部において、社会的役割が減少
している（p<.05）ことが示された。 
 

表 3：離島、都市部、農村部の他者との交流と生活機能との比較 

 

N=118

社会関係（構造，機能） 2017 2020 2017 2020 2017 2020
社会的ネットワーク（構造）
ＬＳＮＳ－6 家族 8.8±3.0 7.5±3.1 <.01 7.9±3.8 7.0±3.0 n.s. 9.6±2.3 9.5±2.8 n.s.

友人 7.0±3.7 5.0±3.6 <.01 5.3±4.8 6.5±4.5 n.s. 6.6±3.4 5.8±3.6 n.s.
合計 15.9±6.0 12.5±5.3 <.01 13.2±7.4 13.5±5.7 n.s. 16.2±4.6 15.4±4.6 n.s.

社会的支援（機能）
同質性 bonding tie 3.3±1.1 3.3±1.1 n.s. 3.3±1.3 3.3±1.2 n.s. 3.5±0.8 3.3±0.9 n.s.
異質性 bridge tie 2.6±1.0 2.2±1.1 <.01 2.5±1.4 2.7±1.3 n.s. 2.9±0.9 2.7±0.9 n.s.
次世代育成能力 16.0±4.2 16.7±3.9 n.s. 16.1±3.8 16.8±3.3 n.s. 16.7±3.0 16.6±3.5 n.s.

生活機能
TMIG 手段的自立 3.3±1.7 3.1±1.9 n.s. 4.0±1.5 4.2±1.2 n.s. 3.9±1.3 3.2±1.6 n.s.

知的能動性 2.7±1.3 2.4±1.3 n.s. 3.0±1.0 3.3±1.1 n.s. 3.3±1.2 2.7±1.2 n.s.
社会的役割 2.7±1.3 2.4±1.3 n.s. 3.0±1.0 2.5±1.1 <.05 3.3±1.2 2.9±1.0 n.s.
合計 8.7±3.4 7.9±3.7 <.05 9.0±2.9 9.9±2.8 n.s. 10.1±3.1 8.8±2.6 n.s.

離島部 都市部 農村部
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